＞＞記入要領＜＜

1. 記入例に従って、A4用紙にご記入ください。（上下左右に約2.0cmの余白）

2. 履歴書の職歴について、九州大学における在職期間がある場合は、ティーチングアシスタント・　リサーチアシスタント・短期雇用職員等の職種に関わらず、すべて記入してください。
3. 業績目録

	(1)
	「（１）原著論文」「（２）国際学会Proceedings、総説」「（３）著書」「（４）シンポジウム、特別講演、国際会議招待講演」「（５）学会賞、特許等」に分けて、それぞれ別葉で古いものから年代順に記載してください。

	(2)
	共著者がある場合、共著者名を掲載順に記載し、本人のところにアンダーラインを付してください。

	(3)
	「（１）原著論文」については、査読ありのみを記載してください。また、主要論文別刷１０編の番号に○印を付してください。ご提出頂く３編の番号には◎印を付してください。

	(4)
	「（２）国際学会Proceedings、総説」は、査読の有無を明記し、様式２－３を参考に記載してください。

	(5)
	「（４）シンポジウム、特別講演、国際会議招待講演」については一般演題を除いて記入してください。

	(6)
	発行年及び発表年は西暦で記載してください。

	(7)
	受理済の論文に関しましては、必ず掲載証明書を添付してください。掲載証明書のない受理済の論文は記載しないでください。


4. 研究費採択状況一覧

	(1)
	分担金額は、個人に配分された金額を記入してください。個人に配分されていない場合は、助成金額を（　）内に記入し、それを研究者数で割り、１人当たりの金額を算出してください。

	(2)
	複数年度にわたり採択された研究種目は、各年度毎に配分された金額を記入してください。複数年度分が一括して配分されている場合は、配分年数で割った金額をそれぞれの年度に記入してください。 


（記入例）
（様式１）
履　歴　書
（平成○年○月○日現在）
[image: image1.wmf]
ふりがな　　　きゅうだい　たろう
氏名：　
九大　太郎 　　　印　
      昭和43年（1968）10月1日生（44才） 　男
　　　　　　（旧姓名：　福岡　太郎）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
所属・職種：九州大学医学部附属病院・第一外科　講師

〒812-8582　福岡市東区馬出3-1-1

電話：092-642-5441　　FAX：092-642-1234

e-mail: kyudai@geka.med.kyushu-u.ac.jp
現住所：
〒810-0001  福岡市中央区天神1-1-1　　

電話：092-731-1111　　FAX：092-771-5678

e-mail: taro@neuro.nexus.ne.jp
学歴：
平成 4年 (1992)
3月
27日
九州大学医学部卒業

平成 8年 (1996)
4月
1日
九州大学大学院医学研究科外科系専攻入学

平成12年 (2000)
3月
27日
同上　修了
免許等：
平成 4年 (1992)
5月
6日
第86回医師国家試験合格





医師免許証（第123456号）

平成21年 (2009) 
5月
10日
日本外科学会認定医（認定番号：456123）
学位：
平成12年 (2000)
3月
27日
医学博士（九州大学）
職歴：　　　 平成 4年 (1992)
5月
15日
九州大学医学部附属病院医員（研修医）（第一外科）

平成 8年 (1996)
4月
1日
九州大学大学院医学系研究科リサーチアシスタント
平成12年 (2000)
8月
31日
同上辞職

平成12年 (2000)
4月
1日
九州大学医学部助手（外科学第一講座）

平成15年 (2003)
8月
31日
同上辞職

平成15年 (2003)
9月
1日
米国ハーネマン大学研究員（外科学）

平成17年 (2005)
8月
31日
帰国

平成17年 (2005)
9月
1日
福岡赤十字病院（外科部長）

平成21年 (2009)
3月
31日
同上辞職

平成21年 (2009)
4月
1日
九州大学医学部附属病院講師（第一外科）


現在に至る
所属学会等
日本外科学会（評議員：平成15年～現在）

日本外科学会雑誌編集委員会委員（平成22年～現在）
賞罰：
なし                                                             　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
履歴書の記載内容に関する申立書
私は、履歴書の記載内容の「職歴」について、国立大学法人九州大学における在職期間については、TA・RA・短期雇用等の職種に関わらず、すべてを記載しており、その記載内容に相違ありません。
平成　　　年　　　月　　　日
氏　名　　　　　　　　　　　　印
国立大学法人九州大学総長
久　保　千　春　　殿　　　　
（記入例）
（様式２－１）
業績目録内容
平成　　年　　月　　日現在
九大　太郎

（１）原著論文
○○編
（筆頭
○○編）

（２）国際学会Proceedings、総説
○○編
（欧文
○○編）

（３）著書
○○編
（欧文
○○編）

（４）シンポジウム、特別講演、国際会議招待講演（過去５年間）

（５）学会賞、特許等
（記入例）
（様式２－２）
業　績　目　録
原著論文（欧文に限る。査読ありのみ。）　　　氏名　九大　太郎　　

①
Kyudai T, Maidashi J, Hakozaki S, Fukuoka S, Hakata G:

Long-term results of esophagectomy for early esophageal carcinoma.

Hepatogastroenterology 40(3): 203-206, 1993
2
Maidashi J, Hakozaki S, Kyudai T, Fukuoka S:

Absorption cytometric DNA analysis of sections of gastric carcinomas

and a comparison with cytofluorometry of single-cell suspensions and

flow cytometry. 
Nature Genetics 14(3): 106-109, 1996
3
Hakozaki S, Fukuoka S, Maidashi J, Hakata G, Kyudai T:
Aged-related characteristics of gastric carcinoma in young and elderly patients.
Cancer 79(9): 1774-1780, 1998
（記入例）
（様式２－３）
業　績　目　録
国際学会Proceedings、総説　　氏名　九大　太郎　　　　　　　　 

１
Kyudai T, Maidashi J, Hakozaki S, Fukuoka S, Hakata G:

Long-term results of esophagectomy for early esophageal carcinoma.

Hepatogastroenterology 40(3): 203-206, 1993（査読　なし）
2
Maidashi J, Hakozaki S, Kyudai T, Fukuoka S:

Absorption cytometric DNA analysis of sections of gastric carcinomas

and a comparison with cytofluorometry of single-cell suspensions and

flow cytometry. Nature Genetics 14(3): 106-109, 1996（査読　あり）
3 福岡　四郎, 博多　五郎, 九大　太郎：
多発性大腸癌の臨床病理学的研究.
胃と腸 32(8): 1019-1026, 1997
4
Hakozaki S, Fukuoka S, Maidashi J, Hakata G, Kyudai T:
Aged-related characteristics of gastric carcinoma in young and elderly patients.
Cancer 79(9): 1774-1780, 1998
5
九大　太郎, 箱崎　三郎：

肝線維化の分子機構に関する研究.

日本臨床外科学会雑誌 60(8): 2112-2118, 1999
（記入例）
（様式２－４）
業　績　目　録
著書　　　　　　　　氏名　九大　太郎　　　　　　　　 

１
九大　太郎：

新外科学大系.

中山書店, 東京, 1990
2
Kyudai T:

Regultion of the Ca-force relationship in permeabilaized arterial smooth 

muscle.

In: Moreland RS(ed): Advances in Experimental Medicine and Biology Vol 304
-Regulation of Smooth Muscle Contraction-. Pp.111-127, Plenum Publishing
Company, New York, 1991

（分担執筆）
（記入例）
（様式２－５）
業　績　目　録
シンポジウム等　　　　　氏名　九大　太郎　　　　　　　　 No. 　　　　

1
九大　太郎：
人工関節全置換術とその問題点.
日本外科系連合学術集. 1990年6月23日, 神戸
（特別講演）
2
Kyudai T, Hakozaki S, Fukuoka S, Maidashi J:
Differentiation effect of a rat bone marrow predipocyte cell line (RCE A16) on a rat myelomonocytic leukemia cell line (c-WRT-7).
The 19th Annual Meeting of International Society of Experimental Hematology.
August 26-30, 1990, Seattle, USA
(Symposium)
（記入例）
（様式２－６）
業　績　目　録
学会賞、特許等　　　　　　　　氏名　九大　太郎　　　　　　　　 No. 　　　　

1
九大　太郎：
日本消化器外科学会研究奨励賞
1990年10月
2
九大　太郎：

日本外科学会賞

1999年4月
